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修士論文要旨
【問題と目的】
　中学生の友人間の相談行動は，相談をする側と相談を受
ける側（被相談者）の相互関係で成立する。学校現場では,
生徒自身の悩みの他に，友人から受けた相談について，対
処の仕方で困っている生徒が見うけられる。しかし，先行
研究では，相談をする側から捉えた研究が多く，逆に相談
を受ける側から捉えた研究は，殆ど見当たらない。そこで，
本研究では中学生の友人間における相談行動の中でも，特
に被相談者の感情と対処行動の実態を明らかにすることを
目的とする。
【方法】
　調査対象は,関東圏内の中学１．２．３年生の391名（男子
210名，女子181名），を対象に，質問紙調査を各クラス単位
で,2012年７月中旬に実施した。調査内容は，『相談内容』，
『相談内容の困った度合い』，『対処行動』，『相談をされたと
きの気持ち』の４尺度。質問紙尺度の項目は,永井・新井
（2005）による中学生用友人に対する相談行動尺度，田村・
石隈（2002）らの被援助志向性尺度,永井・新井（2007）ら
の相談行動の利益とコスト尺度を基に一部追加および除外，
文章の簡便化を行い作成した。
【結果と考察】
１．因子分析（最尤法，プロマックス回転）
　尺度１：第１因子「人間関係全般」８項目，第２因子「具
体的な事柄についての悩み」７項目の計15項目，尺度２：
第１因子「対人関係の悩み」９項目，第２因子「自己に起
因する悩み」７項目，「先生への不満」３項目の計19項目,
尺度３：第１因子「直接的・親身なサポート」12項目，第
２因子「消極的・気遣い」４項目，第３因子「相談・仲介
サポート」３項目，第４因子「インターネット利用」２項
目の計21項目，尺度４：第１因子「相談へのためらい」６
項目，第２因子「問題解決指向」６項目，第３因子「秘密
の漏洩」２項目，第４因子「相談回避」３項目の計17項目
が得られた。
２．各尺度の学年差と性差
　４尺度の各因子得点を従属変数，性別（２水準）×学年
（３水準）を独立変数とする２要因の分散分析を行った。
（1）尺度１『相談内容』　第１因子「人間関係全般」は，性
別で，男子＜女子で有意であった。第２因子「具体的な事
柄についての悩み」では,女子は１年と２年間（ｐ＜.05，男
＜女），１年と３年間（ｐ＜.001，男＜女）で有意であった。
学年別では，２年と３年の男女間（ｐ＜.001，男＜女）で
有意であった。
（2）尺度２『相談内容の困った度合い』　相談内容の困った
度合いでは，学年・性別に有意差はみられなかった。
（3）尺度３『対処行動』　第１因子「直接的・親身なサポー
ト」と第２因子「消極的・気遣い」はいずれも，男＜女で
有意であった。第３因子「相談・仲介サポート」は，学年
では，１年＜２年間，１年＜３年間で有意な差を示してい
る。第４因子「インターネット利用」は，学年では，１年
＜３年間，２年＜３年間で有意な差が示された。これらは,
中学校期における女子生徒が，男子生徒と比べて，情緒的
なつながりを求め行動する傾向があることが背景要因と
なっていると考えられる。
（4）尺度４『友人から相談をされた時の気持ち』　第１因子
「相談へのためらい」と第２因子「問題解決指向」は，いず
れも男子＜女子で有意であった。第３因子「秘密漏洩」と
第４因子「相談回避」は，いずれも学年と性別間で有意な
差はなかった。これらのことから，女子は友人から相談を
される時は，なんとか友達の抱えている問題を解決させよ
うと積極的に関わろうとする傾向が示されている。
３．対処行動の高・低群と相談をされた時の気持ち
　尺度３『対処行動』の４因子と尺度４『相談をされたと
きの気持ち』の４因子の関連を分析するため，『対処行動』
の各因子を高・低群に分け，独立変数とし，『相談をされた
ときの気持ち』（４因子）を従属変数とする１要因の分散分
析を行った。群分けの基準は，平均＋1SD以上を高群，平
均－1SD以下を低群とした。第１因子「直接的・親身なサ
ポート」では，「問題解決指向」，第２因子「消極的・気遣
い」では，「相談へのためらい」，「問題解決指向」，「相談回
避」，「秘密の漏洩」において，高群＞低群の高い有意差が
見られた。第３因子「相談・仲介サポート」第４因子「イ
ンターネット利用」では，有意差はみられなかった。これ
らのことから，「問題解決指向」と「消極的・気遣い」「直
接的・親身なサポート」に関連があることが示された。し
たがって，消極的サポートも積極的サポートも問題解決の
気持ちから行っていることが明らかになった。
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